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1. 平成30年3月期第2四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第2四半期 1,518 △9.9 15 △76.1 14 △76.8 3 △90.6

29年3月期第2四半期 1,685 3.5 62 365.5 62 385.8 34 1,825.3

（注）包括利益 30年3月期第2四半期　　13百万円 （△65.6％） 29年3月期第2四半期　　38百万円 （559.0％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第2四半期 0.38 ―

29年3月期第2四半期 4.03 3.97

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年3月期第2四半期 1,779 799 44.9 93.34

29年3月期 1,819 803 44.2 93.79

（参考）自己資本 30年3月期第2四半期 799百万円 29年3月期 803百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 0.00 ― 2.00 2.00

30年3月期 ― 0.00

30年3月期（予想） ― 1.00 1.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,428 2.9 102 △17.6 101 △18.0 71 △20.7 8.29

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期2Q 8,572,400 株 29年3月期 8,572,400 株

② 期末自己株式数 30年3月期2Q 2,800 株 29年3月期 2,800 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期2Q 8,569,600 株 29年3月期2Q 8,545,377 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その

達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及

び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報(3) 連結業績予想などの将来予測情報に

関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

(1) 経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策や日銀の金融緩和等を背景に、設備投資や企

業収益、雇用情勢の改善傾向が続き、緩やかな回復基調で推移いたしました。しかしながら、新興国の経済成長鈍

化懸念、米国の金融政策の不透明感、東アジア・中東地域における地政学リスク等、依然として世界経済の不確実

性を高める課題は山積しております。 

このような状況の中、当社グループの主力事業である技術職知財リース事業においては、主要取引先である自動

車業界での自動運転技術実用化に向けた取り組み等を背景として、自動車関連分野やソフトウェア開発分野のテク

ノロジスト需要が堅調に推移いたしました。また、営業施策の強化により、平成29年４月入社の新卒テクノロジス

トの早期配属、既存テクノロジストの高付加価値業務への配属を推し進めた結果、稼働率・契約単価ともに前年同

期を上回りました。 

一方で、技術系人材の獲得競争が激化している中、新規採用の強化を図ってまいりましたが、計画どおりのテク

ノロジスト確保は厳しく、人材不足により案件に対応しきれない状況にありました。 

費用面においては、前期より継続して全社を挙げた業務効率化による販売費及び一般管理費の抑制を推し進めま

した。それにより、販管費率は前年同期と同水準となり、利益獲得に寄与いたしました。 

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高1,518,372千円（前年同期比9.9％減）、営業利益

15,007千円（前年同期比76.1％減）、経常利益14,448千円（前年同期比76.8％減）、親会社株主に帰属する四半期

純利益3,250千円（前年同期比90.6％減）となりました。 

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。

① 技術職知財リース事業

情報処理関連や半導体・集積回路関連分野の顧客企業からの取引が前年同期より増加したものの、他分野の減収

をカバーできず、事業全体の売上高が減少となった結果、売上高は1,447,632千円（前年同期比9.0％減）、セグメ

ント利益は168,976千円（前年同期比22.5％減）となりました。

② 一般派遣及びエンジニア派遣事業 

情報処理関連の分野で一部技術職知財リース事業へシフトしたこともあり、事業全体の売上高が減少となったも

のの、販売費及び一般管理費の削減により、売上高は75,562千円（前年同期比20.3％減）、セグメント利益は

3,498千円（前年同期は7,703千円のセグメント損失）となりました。
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(2) 財政状態に関する説明 

① 資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末の資産合計は1,779,541千円となり、前連結会計年度末より39,547千円の減少とな

りました。これは主に売掛金の減少64,954千円、敷金及び保証金の増加12,284千円によるものであります。

負債合計は979,638千円となり、前連結会計年度末より35,747千円減少いたしました。これは主に長期借入金の

返済による減少50,494千円、未払法人税等の減少28,426千円、未払費用の増加23,802千円によるものであります。

純資産合計は799,902千円となり、前連結会計年度末より3,799千円の減少となりました。これは主に剰余金の配

当による減少17,139千円、その他有価証券評価差額金の増加8,289千円によるものであります。

なお、自己資本比率は44.9％と前連結会計年度末の44.2％に比べ0.7ポイント上昇いたしました。

② キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ9,959千円増加（前年同期は485,452千円の増加）し、1,126,217千円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果、得られた資金は92,104千円（前年同期は89,918千円の収入）となりました。これは主に法人税

等の支払額32,707千円、未払金の減少額18,370千円等による資金の減少があったものの、売上債権の減少額64,954

千円、未払費用の増加額23,802千円、預り金の増加額22,419千円等により資金が増加したことによるものでありま

す。

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果、使用した資金は14,373千円（前年同期は299千円の支出）となりました。これは主に敷金及び

保証金の差入による支出14,226千円等により資金が減少したことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果、使用した資金は67,770千円（前年同期は395,832千円の収入）となりました。これは主に長期

借入金の返済による支出50,494千円、配当金の支払額16,979千円等により資金が減少したことによるものでありま

す。

 

(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

連結業績予想につきましては、平成29年５月９日の「平成29年３月期 決算短信」で公表いたしました通期の連

結業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

(1) 四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成29年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,116,257 1,126,217 

売掛金 430,771 365,816 

仕掛品 1,060 3,634 

繰延税金資産 60,318 60,318 

その他 46,775 43,196 

貸倒引当金 △877 △749 

流動資産合計 1,654,307 1,598,435 

固定資産    

有形固定資産 12,823 11,909 

無形固定資産    

のれん 40,430 34,210 

その他 4,118 3,344 

無形固定資産合計 44,548 37,554 

投資その他の資産    

敷金及び保証金 64,181 76,465 

その他 43,228 55,176 

投資その他の資産合計 107,409 131,641 

固定資産合計 164,781 181,106 

資産合計 1,819,088 1,779,541 

負債の部    

流動負債    

1年内返済予定の長期借入金 102,688 102,688 

未払金 114,208 96,471 

未払費用 47,012 70,814 

未払法人税等 42,975 14,548 

未払消費税等 40,619 36,393 

賞与引当金 150,431 165,121 

その他 22,434 44,857 

流動負債合計 520,370 530,895 

固定負債    

長期借入金 349,420 298,926 

繰延税金負債 6,569 10,228 

退職給付に係る負債 137,363 138,281 

その他 1,662 1,307 

固定負債合計 495,016 448,743 

負債合計 1,015,386 979,638 

純資産の部    

株主資本    

資本金 261,834 261,834 

資本剰余金 246,328 246,328 

利益剰余金 277,825 263,937 

自己株式 △659 △659 

株主資本合計 785,329 771,441 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 17,739 26,028 

退職給付に係る調整累計額 633 2,432 

その他の包括利益累計額合計 18,372 28,461 

純資産合計 803,702 799,902 

負債純資産合計 1,819,088 1,779,541 
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(2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

売上高 1,685,982 1,518,372 

売上原価 1,273,232 1,188,792 

売上総利益 412,750 329,580 

販売費及び一般管理費 350,078 314,572 

営業利益 62,672 15,007 

営業外収益    

受取利息 0 0 

受取配当金 275 220 

助成金収入 450 300 

その他 232 185 

営業外収益合計 958 706 

営業外費用    

支払利息 1,309 1,265 

営業外費用合計 1,309 1,265 

経常利益 62,321 14,448 

税金等調整前四半期純利益 62,321 14,448 

法人税、住民税及び事業税 13,701 11,197 

法人税等調整額 14,152 － 

法人税等合計 27,853 11,197 

四半期純利益 34,468 3,250 

非支配株主に帰属する四半期純利益 － － 

親会社株主に帰属する四半期純利益 34,468 3,250 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

四半期純利益 34,468 3,250 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 1,571 8,289 

退職給付に係る調整額 2,750 1,799 

その他の包括利益合計 4,321 10,089 

四半期包括利益 38,789 13,339 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 38,789 13,339 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 62,321 14,448 

減価償却費 3,459 2,683 

のれん償却額 6,219 6,219 

受取利息及び受取配当金 △276 △220 

支払利息 1,309 1,265 

賞与引当金の増減額（△は減少） △3,206 14,689 

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,255 △2,573 

売上債権の増減額（△は増加） 36,900 64,954 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 4,213 2,717 

未払金の増減額（△は減少） △16,987 △18,370 

未払費用の増減額（△は減少） 3,200 23,802 

未払消費税等の増減額（△は減少） 4,528 △4,226 

預り金の増減額（△は減少） 272 22,419 

その他 3,544 △1,993 

小計 104,245 125,815 

利息及び配当金の受取額 276 220 

利息の支払額 △1,464 △1,224 

法人税等の支払額 △13,137 △32,707 

営業活動によるキャッシュ・フロー 89,918 92,104 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △428 △498 

投資有価証券の売却による収入 － 92 

敷金及び保証金の差入による支出 △372 △14,226 

敷金及び保証金の回収による収入 500 259 

投資活動によるキャッシュ・フロー △299 △14,373 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △100,000 － 

長期借入れによる収入 520,000 － 

長期借入金の返済による支出 △15,698 △50,494 

配当金の支払額 △8,437 △16,979 

株式の発行による収入 262 － 

リース債務の返済による支出 △294 △297 

財務活動によるキャッシュ・フロー 395,832 △67,770 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 485,452 9,959 

現金及び現金同等物の期首残高 700,623 1,116,257 

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,186,075 1,126,217 
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(4) 四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日  至 平成28年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）１ 

 
技術職知財 
リース事業 

一般派遣及び 
エンジニア 
派遣事業 

計 

売上高          

外部顧客への売上高 1,591,144 94,838 1,685,982 － 1,685,982 

セグメント間の内部売上高又は
振替高 

－ － － － － 

計 1,591,144 94,838 1,685,982 － 1,685,982 

セグメント利益又は損失（△） 218,097 △7,703 210,393 △147,721 62,672 

（注）１．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額（△147,721千円）の主なものは、親会社本社の管理部門に係る費用

であります。

 

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日  至 平成29年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）１ 

 
技術職知財 
リース事業 

一般派遣及び 
エンジニア 
派遣事業 

計 

売上高          

外部顧客への売上高 1,447,632 70,740 1,518,372 － 1,518,372 

セグメント間の内部売上高又は
振替高 

－ 4,822 4,822 △4,822 － 

計 1,447,632 75,562 1,523,195 △4,822 1,518,372 

セグメント利益 168,976 3,498 172,475 △157,467 15,007 

（注）１．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．セグメント利益の調整額（△157,467千円）の主なものは、親会社本社の管理部門に係る費用であります。
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